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決算書掲載頁　145

未熟な状態で出生した乳児が、適切な医療や療育等を受けることができ、望ましい発育発達ができるよう、保護者の育
児不安に対応し、またさまざまな社会資源や地域の関係機関と連携しながら、児およびその家庭に対する支援を行う。
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必要な未熟児に対して、積極的に事業の啓発を行っていく。
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細事業：未熟児保健指導事業                                

１．未熟児クリニック 

未熟児で生まれた乳幼児に対して小児科医師の診察と保健指導を行い、保護者の育児不安の軽減や、成長発達を

促すための情報提供をおこなった。 また診察終了後には、2000ｇ未満で生まれた未熟児の今後の具体的な支援内

容の検討、支援計画などについて専門医師と検討を行った。 

 

＜未熟児クリニック受診者数＞ 

 

  開催回数  実人数(人） 延べ人数（人） 

３回 ５ ５ 

 

２．未熟児教室 

未熟児で生まれた乳幼児に対して、小児科医師の講義とグループワークを行い、保護者同士の交流と、育児不安

の軽減を図った。 

 

＜未熟児教室受講者数＞ 

 

  開催回数  実人数(人） 延べ人数（人） 

１回 ６ ６ 

 

３．未熟児訪問指導 

 未熟児で生まれた乳幼児に対して、助産師や保健師が訪問を行い、家庭での育児方法や、授乳指導、体重測定な

どを行い、育児不安の軽減を図った。 

 

＜未熟児訪問指導者数＞ 

 

 実人数(人） 延べ人数（人） 

７３ ９５ 

 

４．未熟児専門職相談 

 未熟児で生まれた乳幼児に対して発達を促すために、適切な運動の援助や、日常での保護者のかかわり方などを 

指導することによって、児の健全な発育を促し、保護者の育児不安を軽減させるために専門職による相談を行った。 

 

＜未熟児専門職相談の相談者数＞ 

 

専門職種  開催回数  実人数(人）  延べ人数（人） 

理学療法士 １０回 １１ １５ 

作業療法士 ６回 １０ １１ 

言語聴覚士※ ３回 ４ ４ 

 

  ※ 言語聴覚士 

…口腔の運動発達を促し、哺乳・食事などの摂食を促すための指導や、言葉の発達を促すためのかかわり方 

などの指導をおこなうもの。 


